
 

 

 

レ ー ス バ ッ ク に よ る 上 顎 犬 歯 の 移 動  
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本 論 文 の 要 旨 は ， 第 2 5 1 回 朝 日 大 学 大 学 院 歯 学 研 究 科

発 表 会 （ 2 0 2 1 年 1 0 月 5 日 ， 瑞 穂 ） に お い て 発 表 し

た ． 本 論 文 の 一 部 は 第 6 3 回 近 畿 東 海 矯 正 歯 科 学 会 学

術 大 会 （ 2 0 2 1 年 6 月 2 0 日 ， 大 阪 ） に お い て 発 表 し

た ．   
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緒  言  

 

 矯 正 歯 科 臨 床 に お い て ， 第 一 小 臼 歯 便 宜 抜 去 は ， 前

歯 部 叢 生 お よ び 唇 側 傾 斜 を 改 善 す る 目 的 で 行 わ れ る 1 ) ．

小 臼 歯 抜 去 症 例 に お い て ， プ リ ア ジ ャ ス ト エ ッ ジ ワ イ

ズ 装 置 に レ ー ス バ ッ ク を 併 用 し て ， 前 歯 の 排 列 を 行 う

と ， 犬 歯 歯 冠 の 前 方 移 動 を 防 止 で き る こ と が 知 ら れ て

い る 2 ) ． レ ー ス バ ッ ク と は ， レ ベ リ ン グ 初 期 に ， 第 二

大 臼 歯 か ら 犬 歯 に か け て 連 続 結 紮 す る 手 技 で あ る 3 ) ．

レ ー ス バ ッ ク が 犬 歯 の 移 動 に 与 え る 影 響 に つ い て は ，

側 面 頭 部 Ｘ 線 規 格 写 真 を 用 い て 二 次 元 的 に 評 価 さ れ

4 , 5 ) ， 三 次 元 的 評 価 を し た 報 告 は 少 な い 6 ) ． ま た ， 犬 歯

が 遠 心 傾 斜 し て い る 場 合 ， プ リ ア ジ ャ ス ト エ ッ ジ ワ イ

ズ 装 置 と コ ン テ ィ ニ ュ ア ス ア ー チ を 用 い て レ ベ リ ン グ

を 行 う と 前 歯 部 垂 直 的 被 蓋 が 深 く な る 3 ) た め ， 犬 歯 傾

斜 度 に よ っ て 犬 歯 レ ー ス バ ッ ク の 効 果 も 異 な る と 考 え

ら れ る ． し か し ， 犬 歯 傾 斜 度 と 犬 歯 レ ー ス バ ッ ク の 効

果 の 関 連 に つ い て は 不 明 な 点 が 多 い ．  

 近 年 ， 口 腔 内 ス キ ャ ナ ー の 精 度 が 向 上 し ， 歯 列 三 次

元 デ ジ タ ル 画 像 を 取 得 す る こ と が 容 易 に 行 え る よ う に

な り ，印 象 採 得 や レ ン ト ゲ ン 撮 影 を 行 う こ と な く 歯 列・

咬 合 状 態 の 三 次 元 画 像 を 取 得 す る こ と が 可 能 と な っ た

7 - 1 0 ) ． 口 腔 内 ス キ ャ ナ ー を 用 い て 得 ら れ る 歯 列 デ ー タ

に つ い て は ， こ れ ま で ， 上 下 そ れ ぞ れ の デ ジ タ ル デ ー
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タ の 取 得 時 間 や 精 度 に つ い て の 報 告 が 多 く 認 め ら れ る

9 , 1 1 , 1 2 ) ．  

本 研 究 の 目 的 は ， 上 顎 犬 歯 に レ ー ス バ ッ ク を 併 用 し

て プ リ ア ジ ャ ス ト エ ッ ジ ワ イ ズ 装 置 に よ る 矯 正 歯 科 治

療 を 行 っ た 上 顎 第 一 小 臼 歯 抜 去 症 例 に お い て ， 口 腔 内

ス キ ャ ナ ー を 用 い て 歯 列 三 次 元 デ ー タ を 取 得 し ， レ ー

ス バ ッ ク に よ る 犬 歯 の 移 動 と 犬 歯 傾 斜 度 と の 関 連 に つ

い て 検 討 す る こ と で あ る ．  
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被 験 者 お よ び 方 法  

 

１ ． 被 験 者   

不 正 咬 合 を 主 訴 と し て 朝 日 大 学 医 科 歯 科 医 療 セ ン タ

ー 矯 正 歯 科 に 来 院 し ， 矯 正 歯 科 治 療 を 希 望 し た 患 者 の

う ち ， 上 顎 第 一 小 臼 歯 の 抜 去 が 必 要 と 診 断 さ れ た 患 者

3 0 名 （ 男 性 1 1 名 , 女 性 1 9 名 ， 1 8 歳 ３ か 月 ～ 2 8 歳 ７ か 月 ）

を 被 験 者 と し た ． す べ て の 被 験 者 に 対 し て ， 本 研 究 の

目 的 と 方 法 に つ い て 十 分 な 説 明 を 行 っ た 上 で ， 研 究 に

協 力 す る こ と へ の 同 意 を 得 た ． 本 研 究 は 朝 日 大 学 歯 学

部 倫 理 委 員 会 の 承 認 を 得 て 行 っ た（ 承 認 番 号 第 3 1 0 2 9 ）． 

 

２ ． デ ー タ 取 得 方 法  

す べ て の 被 験 者 に 対 し て ， プ リ ア ジ ャ ス ト エ ッ ジ ワ

イ ズ 装 置 （ 0 . 0 2 2 イ ン チ の ス ロ ッ ト M B T セ ッ ト ア ッ

プ ， 3 M - U n i t e k ， M o n r o v i a ， C A ， U S A ） を 装 着 し 動 的

治 療 を 開 始 し た ． レ ベ リ ン グ 初 期 の ア ー チ ワ イ ヤ ー と

し て ， 0 . 0 1 4 イ ン チ の ニ ッ ケ ル チ タ ン ワ イ ヤ ー （ 3 M -

U n i t e k ） を 使 用 し ， 上 顎 犬 歯 に は 0 . 0 1 0 イ ン チ の 結 紮

線 ( T o m y ， 双 葉 ， 福 島 ) を 用 い て ， レ ー ス バ ッ ク を 併

用 し た （ 図 １ ） ． レ ー ス バ ッ ク の 強 さ に つ い て は ， 術

者 の 個 人 差 が 大 き い と 報 告 さ れ て い た 1 3 ) た め ， レ ー

ス バ ッ ク を 同 一 術 者 が 行 っ た .  

上 顎 歯 列 の 三 次 元 デ ジ タ ル 画 像 に つ い て ， 口 腔 内 ス

キ ャ ナ ー （ 3 S h a p e  T R I O S  A / S ， 3 S h a p e ， C o p e n h a g e n ，



4 

 

D e n m a r k ）を 用 い て 取 得 し た ．取 得 時 期 は ，動 的 治 療 開

始 時 ， 動 的 治 療 開 始 ４ 週 後 の 上 顎 歯 列 を 記 録 し ， 動 的

治 療 開 始 時 を T 1 ， 動 的 治 療 開 始 ４ 週 後 を T 2 と し た ． 口

腔 内 ス キ ャ ナ ー の 撮 影 方 法 は ， 左 側 大 臼 歯 部 咬 合 面 か

ら 右 側 大 臼 歯 部 咬 合 面 ， 右 側 大 臼 歯 部 頬 側 面 か ら 左 側

大 臼 歯 部 頬 側 面 ， 左 側 大 臼 歯 部 口 蓋 側 面 か ら 右 側 大 臼

歯 部 口 蓋 側 面 の 順 で 行 っ た ．  

 

 

  

図 １  レ ー ス バ ッ ク  
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３ ． 三 次 元 画 像 デ ー タ 解 析  

 得 ら れ た 画 像 デ ー タ を パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ（ H P  

Z 2 1 0  S F F  W o r k s t a t i o n ，H e w l e t t - P a c k a r d ，P a l o  A l t o ，C A ，

U S A ） に 転 送 し た 上 で ， 画 像 解 析 ソ フ ト ウ ェ ア （ B o d y -

R u g l e  V e r s i o n  7 . 0 0 ， メ デ ィ ッ ク エ ン ジ ニ ア リ ン グ ， 京

都 ） を 用 い て ， 口 蓋 で の 重 ね 合 わ せ ， 計 測 を 行 っ た ．  

 

１ ） 基 準 点 と 基 準 平 面  

基 準 点 は ，上 顎 左 側 第 一 大 臼 歯 近 心 口 蓋 側 咬 頭 頂 点 ，

右 側 第 一 大 臼 歯 近 心 口 蓋 側 咬 頭 頂 点 お よ び 上 顎 両 側 中

切 歯 間 接 触 点 と し ， こ れ ら ３ 点 を 通 る 平 面 を 咬 合 平 面

と し た ． さ ら に ， 上 顎 左 側 第 一 大 臼 歯 近 心 口 蓋 側 咬 頭

頂 点 と 上 顎 右 側 第 一 大 臼 歯 近 心 口 蓋 側 咬 頭 頂 点 を 結 ぶ

線 上 の 中 点 を 原 点 と し ， 上 顎 両 側 中 切 歯 間 接 触 点 と 原

点 を 通 り 咬 合 平 面 に 垂 直 な 平 面 を 正 中 矢 状 平 面 ， 原 点

を 通 り 咬 合 平 面 と 正 中 矢 状 平 面 に 垂 直 な 平 面 を 前 頭 平

面 と し た （ 図 ２ ）．   
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Ａ ， 咬 合 平 面 ； Ｂ ， 正 中 矢 状 平 面 ； Ｃ ， 前 頭 平 面  

U R 6 ， 上 顎 右 側 第 一 大 臼 歯 近 心 口 蓋 側 咬 頭 頂 点 ；  

U L 6 ， 上 顎 左 側 第 一 大 臼 歯 近 心 口 蓋 側 咬 頭 頂 点 ；  

  U 1 ， 上 顎 両 側 中 切 歯 間 接 触 点 ；  

O ， 上 顎 左 側 第 一 大 臼 歯 近 心 口 蓋 側 咬 頭 頂 点 と 上 顎 右

側 第 一 大 臼 歯 近 心 口 蓋 側 咬 頭 頂 点 を 結 ぶ 線 上 の 中

点 （ 原 点 ）  

図 ２  基 準 平 面  

  

Ａ  

Ｂ  Ｃ  
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２ ） 座 標 系 の 設 定  

座 標 系 は ， Ｘ 軸 は 左 右 方 向 ， Ｙ 軸 は 上 下 方 向 ， Ｚ 軸

は 前 後 方 向 と し て ， 被 験 者 の 左 方 向 ， 上 方 向 ， 前 方 向

を プ ラ ス と し た （ 図 ３ ）．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３  座 標 系 の 設 定  

（ 口 腔 内 ス キ ャ ナ ー 画 像 ）  

 
 X 軸 ( + ) ， 左 右 方 向 を 示 し 被 験 者 の 左 方 向 を プ ラ ス ；  

Y 軸 ( + ) ， 上 下 方 向 を 示 し 被 験 者 の 上 方 向 を プ ラ ス ；  

Z 軸 ( + ) ， 前 後 方 向 を 示 し 被 験 者 の 前 方 向 を プ ラ ス  
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３ ） 計 測 点 ， 計 測 項 目  

 計 測 点 は ， 上 顎 の 犬 歯 尖 頭 点 ， 唇 側 歯 頸 部 最 下 点 ，  

近 心 最 大 豊 隆 点 お よ び 遠 心 最 大 豊 隆 点 と し た （ 図 ４ ）．

計 測 項 目 は 上 顎 犬 歯 の T 1 ， T 2 で の 基 準 平 面 に お け る

角 度 と 距 離 を 求 め た ． 距 離 的 計 測 項 目 は ， 原 点 を 通 る

正 中 矢 状 平 面 ， 咬 合 平 面 ， お よ び 前 頭 平 面 か ら 犬 歯 の

尖 頭 ま で の 距 離 と し ， そ れ ぞ れ を 側 方 距 離 ， 垂 直 距 離

お よ び 前 後 距 離 と し た ． 角 度 的 計 測 項 目 は ， 犬 歯 尖 頭

と 唇 側 歯 頸 部 最 下 点 を 結 ぶ 線 を 正 中 矢 状 平 面 ( Y - Z 面 )

に 投 影 し ， 咬 合 平 面 と の な す 角 を 近 遠 心 傾 斜 角 ， 犬 歯

の 近 遠 心 最 大 豊 隆 点 を 結 ん だ 線 を 咬 合 平 面 ( X - Z 面 ) に

投 影 し ， 前 頭 平 面 と の な す 角 を 近 遠 心 回 転 角 と し て 計

測 し た（ 図 ５ ）．近 遠 心 傾 斜 角 が 9 0 °未 満 の 犬 歯 を 近 心

傾 斜 群 ， 9 0 °以 上 の 犬 歯 を 遠 心 傾 斜 群 と し た .  

 

 

 

 

 

図 ４  計 測 点  

a ， 犬 歯 尖 頭 点 ； b ， 近 心 最 大 豊 隆 点 ；  

c ， 遠 心 最 大 豊 隆 点 ； d ， 唇 側 歯 頸 部 最 下 点  
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図 ５  計 測 項 目  

Ⅰ ， 咬 合 平 面 か ら 犬 歯 尖 頭 ま で の 距 離 （ 垂 直 距 離 ）  

Ⅱ ， 前 頭 平 面 か ら 犬 歯 尖 頭 ま で の 距 離 （ 前 後 距 離 ）  

Ⅲ ， 正 中 矢 状 平 面 か ら 犬 歯 尖 頭 ま で の 距 離 （ 側 方 距 離 ）  

Ⅳ ，正 中 矢 状 平 面 に 投 影 し た 犬 歯 尖 頭 と 唇 側 歯 頚 部 最 下 点

を 結 ぶ 線 と 咬 合 平 面 と の な す 角 （ 近 遠 心 傾 斜 角 ）  

Ⅴ ， 咬 合 平 面 ( X - Z 面 ) に 投 影 し た 犬 歯 の 近 遠 心 最 大 豊 隆 点

を 結 ん だ 線 と 前 頭 平 面 と の な す 角 （ 近 遠 心 回 転 角 ）  
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４ .  統 計 処 理  

そ れ ぞ れ の 計 測 値 に つ い て ， 傾 斜 要 因 と 時 間 要 因 で

近 心 傾 斜 群 と 遠 心 傾 斜 群 と の 間 に 違 い が み ら れ る か 明

ら か に す る た め ， 二 元 配 置 分 散 分 析 に よ り 解 析 を 行 っ

た ． 有 意 な 交 互 作 用 が 認 め ら れ な か っ た 計 測 値 に つ い

て は 主 効 果 を 検 討 し ， 有 意 な 交 互 作 用 が 認 め ら れ た 計

測 値 は 単 純 主 効 果 を 検 討 し た ． 有 意 水 準 は P < 0 . 0 5 と

し た ． な お ， こ れ ら の 算 出 に は 統 計 解 析 用 ソ フ ト ウ ェ

ア ( S P S S  2 4 . 0 ， I B M ， A r m o n k ， U S A ) を 用 い ， 有 意

水 準 は P < 0 . 0 5 と し た ．  
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結  果  

 

分 散 分 析 の 結 果 ， 交 互 作 用 が 認 め ら れ な か っ た 場 合

は ， 各 要 因 の 主 効 果 を 検 討 し た ． ま た ， 交 互 作 用 が 認

め ら れ た 場 合 は ， 各 要 因 の 単 純 主 効 果 を 検 討 し た ．  

側 方 距 離 で は 交 互 作 用 が 認 め ら れ ず ， 有 意 な 主 効 果

は 認 め ら れ な か っ た （ 表 １ ） ．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 １  側 方 方 向 の 計 測 値 の 変 化  

T1 T2

平均値(SD) 平均値(SD)

近心傾斜群

(ｎ=36)

遠心傾斜群

(ｎ=24)

T1:動的治療開始時，T2:動的治療開始４週後，SD:標準偏差

 NS: 有意差なし

側方距離（mm）

17.3(2.3)

18.9(1.2)

17.5(2.4)

19.0(1.1)

NS

NS
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垂 直 距 離 で は 交 互 作 用 が 認 め ら れ ず ， 傾 斜 要 因 に 関

す る 主 効 果 を 認 め （ F（ 1 , 5 8 ） = 6 . 0 3 5 ， P < 0 . 0 5 ）， 近 心 傾

斜 群 で は 遠 心 傾 斜 群 よ り も 計 測 値 が 有 意 に 大 き く 低 位

を 示 し た （ 表 ２ ） ．   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 ２  垂 直 方 向 の 計 測 値 の 変 化  

T1 T2

平均値(SD) 平均値(SD)

近心傾斜群

(ｎ=36)

遠心傾斜群

(ｎ=24)

T1:動的治療開始時，T2:動的治療開始４週後，SD:標準偏差

垂直距離（mm）

-0.6(1.2) -1.1(1.1)

*：P<0.05,  NS:有意差なし

-2.1(0.9) -2.2(0.8)

NS

*
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前 後 距 離 で は 交 互 作 用 が 認 め ら れ（ F（ 1 , 5 8 ）= 1 . 2 5 6 ，

P < 0 . 0 5 ），前 後 距 離 で は ，近 心 傾 斜 群 に お い て ，T 1 よ り

も T 2 が 有 意 に 小 さ く 遠 心 移 動 を 示 し た （ F （ 1 , 5 8 ）

= 3 1 . 9 7 4 ，  P < 0 . 0 0 1 ） が ， 遠 心 傾 斜 群 に お い て は ， 時 間

要 因 ， T 1 お よ び T 2 の 傾 斜 要 因 に 有 意 な 単 純 主 効 果 は

認 め ら れ な か っ た （ 表 ３ ） ．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 ３  前 後 方 向 の 計 測 値 の 変 化  

T1 T2

平均値(SD) 平均値(SD)

近心傾斜群

(ｎ=36)

遠心傾斜群

(ｎ=24)

T1:動的治療開始時，T2:動的治療開始４週後，SD:標準偏差

前後距離（mm）

24.0(2.2) 22.9(2.3)

***：P<0.001, NS:有意差なし

23.1(1.9) 22.8(2.0)

***

NS NSNS
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近 遠 心 傾 斜 角 で は 交 互 作 用 が 認 め ら れ （ F （ 1 , 5 8 ）

= 1 8 . 2 3 3 ， P < 0 . 0 0 1 ）， 近 遠 心 傾 斜 角 で は ， 近 心 傾 斜 群 に

お い て ， T 1 よ り も T 2 が 有 意 に 大 き く 遠 心 傾 斜 を 示 し

た （ F（ 1 , 5 8 ） = 3 7 . 3 0 2 ，  P < 0 . 0 0 1 ）． ま た ， T 1 の 近 遠 心

傾 斜 要 因 ，T 2 の 近 遠 心 傾 斜 要 因 に 有 意 な 単 純 主 効 果 が

認 め ら れ（ F（ 1 , 5 8 ）= 3 2 . 1 9 7 ，P < 0 . 0 0 1 ）（F（ 1 , 5 8 ）= 1 9 . 2 0 8 ，

P < 0 . 0 0 1 ）， T 1 ， T 2 と も に 遠 心 傾 斜 群 が 近 心 傾 斜 群 よ り

有 意 に 大 き か っ た （ 表 ４ ） ． こ れ ら の こ と か ら ， 近 心

傾 斜 群 で は ， 遠 心 傾 斜 群 よ り ， 犬 歯 歯 冠 が よ り 大 き く

遠 心 移 動 し て い る こ と が 示 さ れ た ．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

表 ４  近 遠 心 傾 斜 角 の 計 測 値 の 変 化  

T1 T2

平均値(SD) 平均値(SD)

近心傾斜群

(ｎ=36)

遠心傾斜群

(ｎ=24)

T1:動的治療開始時，T2:動的治療開始４週後，SD:標準偏差

80.9(3.9) 84.4(3.1)

91.5(1.0) 90.8(1.3)

近遠心傾斜角（°）

***：P<0.001, NS:有意差なし

***

*** NS ***
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近 遠 心 回 転 角 で は 交 互 作 用 を 認 め ら れ ず ， 有 意 な 主

効 果 は 認 め ら れ な か っ た （ 表 ５ ） ．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 ５  近 遠 心 回 転 角 の 計 測 値 の 変 化  

T1 T2

平均値(SD) 平均値(SD)

近心傾斜群

(ｎ=36)

遠心傾斜群

(ｎ=24)

T1:動的治療開始時，T2:動的治療開始４週後，SD:標準偏差

44.1(4.6) 47.3(4.9)

近遠心回転角（°）

48.8(18.4) 49.6(16.0)

 NS:有意差なし

NS

NS
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考  察  

 

矯 正 歯 科 臨 床 に お け る 歯 の 移 動 に つ い て の 評 価 に

は ， 側 面 頭 部 Ｘ 線 規 格 写 真 を 用 い た 重 ね 合 わ せ 法 が 広

く 使 用 さ れ て い る 1 4 - 1 6 ) ． し か し ， 側 面 頭 部 Ｘ 線 規 格

写 真 は 二 次 元 デ ー タ で あ り 歯 の 前 後 的 移 動 の 評 価 し か

行 え な い ， 歯 や 骨 な ど 硬 組 織 の Ｘ 線 写 真 上 の 重 な り に

よ り 重 ね 合 わ せ が 困 難 で あ り ， 放 射 線 被 曝 の た め に 資

料 採 得 を 頻 繁 に 繰 り 返 す こ と が で き な い な ど の 欠 点 が

あ る 1 7 ) ．   

C o m p u t e d  T o m o g r a p h y  ( C T ) に よ り ， 三 次 元 デ ー タ を

評 価 で き る 方 法 も 報 告 さ れ て い る 1 8 , 1 9 ) が ， 放 射 線 被

曝 の 問 題 の た め に ， 歯 の 移 動 だ け を 評 価 す る 方 法 と し

て は 適 切 で は な い と 考 え ら れ る ． 一 方 ， 口 腔 内 ス キ ャ

ナ ー は ， 放 射 線 被 曝 を 伴 わ ず に 歯 や 歯 槽 部 の 三 次 元 デ

ジ タ ル デ ー タ の 抽 出 が 可 能 で あ る た め ， 頻 回 な 評 価 に

適 し て い る ． 本 研 究 に お い て ， レ ー ス バ ッ ク 使 用 前 後

の 三 次 元 デ ジ タ ル 画 像 の 重 ね 合 わ せ に ， 口 蓋 を 基 準 と

し た 方 法 を 用 い た の は ， 口 蓋 を 基 準 と し た デ ジ タ ル デ

ー タ の 重 ね 合 わ せ 法 の 精 度 が 高 か っ た と い う 研 究 結 果

2 0 - 2 2 ) を 参 考 に し て い る ．  

治 療 前 に ， 近 心 傾 斜 群 の 犬 歯 は 遠 心 傾 斜 群 の そ れ と

比 較 し て 低 位 を 示 し た ． す な わ ち ， 犬 歯 が 遠 心 傾 斜 し

て い る と 犬 歯 歯 冠 は 高 位 で あ る こ と が 示 さ れ ， 犬 歯 が

遠 心 傾 斜 し て い る 場 合 の レ ベ リ ン グ 時 に 前 歯 部 垂 直 的
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被 蓋 が 深 く な る 3 ) こ と の 原 因 の ひ と つ と 考 え ら れ る ．  

本 研 究 で ， エ ッ ジ ワ イ ズ 装 置 と レ ー ス バ ッ ク を 併 用

し て レ ベ リ ン グ を 行 う こ と に よ り ， 上 顎 犬 歯 が 近 心 傾

斜 し て い る 場 合 ， 犬 歯 歯 軸 が 遠 心 へ 傾 斜 し ， 歯 冠 が 遠

心 へ 移 動 し た ． 叢 生 が 認 め ら れ る 前 歯 を 排 列 す る 際 に

は ， 前 歯 が 唇 側 傾 斜 し 犬 歯 歯 冠 も 近 心 へ 移 動 す る と 考

え ら れ る が ， レ ー ス バ ッ ク に よ り 遠 心 移 動 し た と 考 え

ら れ る ． 過 去 に も ， レ ー ス バ ッ ク に は 犬 歯 を 遠 心 移 動

す る 効 果 が あ る と 報 告 さ れ て い る 5 ) ．  

上 顎 犬 歯 が 遠 心 傾 斜 し て い る 場 合 ， 犬 歯 の 前 後 距 離

に 有 意 な 変 化 は 認 め ら れ な か っ た ． こ れ は ， レ ー ス バ

ッ ク の 効 果 に よ っ て 犬 歯 が 近 心 移 動 す る の を 防 止 で き

た こ と を 示 し て い る ． 近 遠 心 傾 斜 角 に つ い て も 変 化 は

認 め ら れ な か っ た ． 遠 心 傾 斜 し た 犬 歯 は レ ベ リ ン グ に

よ り 近 心 へ 傾 斜 す る と 考 え ら れ る が ， 治 療 期 間 が ４ 週

間 と 短 期 間 で あ っ た こ と か ら ， 傾 斜 角 の 十 分 な 改 善 が

行 わ れ な か っ た と 考 え る ． 過 去 の 研 究 で は ， 犬 歯 が 遠

心 傾 斜 し て い る 場 合 は ， レ ー ス バ ッ ク を 併 用 し て レ ベ

リ ン グ し て も ， オ ー バ ー ジ ェ ッ ト が 大 き く な る と 報 告

さ れ て い る 6 ) ．  

側 方 距 離 お よ び 近 遠 心 回 転 角 に つ い て は ， 近 心 傾 斜

群 ・ 遠 心 傾 斜 群 と も に 有 意 な 変 化 が 認 め ら れ な か っ

た ． レ ー ス バ ッ ク が 犬 歯 に 与 え る 遠 心 方 向 へ の 力 に よ

り ， 犬 歯 は 側 方 移 動 し 遠 心 回 転 す る と 考 え ら れ た が ，
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こ れ ら の 結 果 も ま た ， 治 療 期 間 が 短 期 間 で あ っ た こ と

か ら 有 意 な 差 が 出 な か っ た と 考 え ら れ る .  
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結  論  

 

上 顎 犬 歯 の 近 心 傾 斜 群 と 遠 心 傾 斜 群 に お い て ， レ ー

ス バ ッ ク を 併 用 し た レ ベ リ ン グ を 行 い ， 犬 歯 の 三 次 元

的 な 移 動 様 相 を 調 べ た 結 果 ， 次 の こ と が 明 ら か に な っ

た ．  

１ ． 動 的 治 療 開 始 時 に ， 近 心 傾 斜 群 で は 遠 心 傾 斜 群 よ

り も 低 位 を 示 し た ．  

２ ． 動 的 治 療 開 始 ４ 週 後 に ， 近 心 傾 斜 群 で は ， 歯 冠 が

遠 心 移 動 し て ， 歯 軸 が 遠 心 へ 傾 斜 し た ．  

３ ． 動 的 治 療 開 始 ４ 週 後 に ， 遠 心 傾 斜 群 で は ， 前 後 位

置 と 近 遠 心 傾 斜 角 に つ い て 有 意 な 変 化 は 認 め ら れ な か

っ た ．  

 以 上 の 結 果 よ り ，矯 正 歯 科 治 療 の レ ベ リ ン グ 初 期 に お

い て ，上 顎 犬 歯 に レ ー ス バ ッ ク を 併 用 す る こ と で ，上 顎

犬 歯 に つ い て ， 近 心 傾 斜 群 で は 遠 心 移 動 し ， 遠 心 傾 斜

群 で は 近 心 移 動 を 防 止 で き る こ と が 示 唆 さ れ た ．  
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a n a l y s i s  a n d  s u p e r i m p o s i t i o n  o f  3 - d i m e n s i o n a l  c o n e -
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b e a m  c o m p u t e d  t o m o g r a p h y  m o d e l s .  A m  J  O r t h o d  

D e n t o f a c i a l  O r t h o p .  2 0 0 6 ; 1 2 9 : 6 1 1 - 6 1 8 ．  

2 0 )  C h o i  D S ,  J e o n g  Y M ,  J a n g  I ,  J o s t - B r i n k m a n n  P G  a n d  

C h a  B K .  A c c u r a c y  a n d  r e l i a b i l i t y  o f  p a l a t a l  

s u p e r i m p o s i t i o n  o f  t h r e e - d i m e n s i o n a l  d i g i t a l  m o d e l s .  

A n g l e  O r t h o d .  2 0 1 0 ; 8 0 : 4 9 7 - 5 0 3 ．  

2 1 )  P a n  Y,  W a n g  X ,  D a i  F ,  C h e n  G  a n d  X u  T .  A c c u r a c y  

a n d  r e l i a b i l i t y  o f  m a x i l l a r y  d i g i t a l  m o d e l  ( M D M )  

s u p e r i m p o s i t i o n  i n  e v a l u a t i n g  t e e t h  m o v e m e n t  i n  

a d u l t s  c o m p a r e d  w i t h  C B C T  m a x i l l a r y  

s u p e r i m p o s i t i o n .  S c i  R e p .  2 0 2 0 ; 1 0 : 1 9 3 8 4 ．  

2 2 )  G a n z e r  N ,  F e l d m a n n  I ,  L i v  P  a n d  B o n d e m a r k  L .  A  

n o v e l  m e t h o d  f o r  s u p e r i m p o s i t i o n  a n d  m e a s u r e m e n t s  

o n  m a x i l l a r y  d i g i t a l  3 D  m o d e l s - s t u d i e s  o n  v a l i d i t y  

a n d  r e l i a b i l i t y .  E u r  J  O r t h o d .  2 0 1 8 ; 4 0 : 4 5 - 5 1 ．  

 


